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面談議事録(ケニア) （１） ＪＩＣＡナイロビ        

会議名 表敬訪問と概要説明 

日 時 2009 年 5 月 7 日  8：30 - 9：00  

場 所 JICA ケニア事務所 

出席者 高橋嘉行 JICA ケニア事務所 所長 

長谷俊明 JICA ミッションコンサルタント 

石川智彦 JICA ケニア事務所 企画調査員 

討議事項 内  容（敬称略） 

 

 

概要説明 

 

 

 

 

 

 
高橋所長からは、下記の留意事項とこれまでの経過などの説明があった。 
• 本件は東アフリカの全体の経済活動の基盤となるものであり、これまでの活動に対

しても評価が高く、今後とも継続して実施するために、ウガンダやタンザニアとも

十分協議していただきたい。 
• 2007 年の 9 月からの活動は立ち上げということもあってあわただしかったが、水井

専門家のおかげで関係三カ国は大変前向きになっている。特に昨年の TICAD や G7
での日本政府の表明もあり OSBP は重要なテーマとして各国の注目を集めている。

• 国の政治情勢やさまざまな事情があり、機材調達や施設整備で予定通りいっていな

いところも見受けられると思うが、長期的な視野で見るようにお願いしたい。 
 

 
 

面談議事録(ケニア) （２） ＫＲＡ 

会議名 調査内容の説明と調査票への記入依頼 

日 時 2009 年 5 月 7 日  10：30 – 12：30  

場 所 JICA プロジェクトオフィス KRA 

出席者 A.H.Haji Deputy Commissioner、KRA  
J.K. Cheruiyot Deputy Commissioner 
水井専門家、吉田(プロジェクトコーディネーター) 

長谷俊明 JICA ミッションコンサルタント 

石川智彦 JICA ケニア事務所 企画調査員 

討議事項 内  容（敬称略） 

 

 

 

 

質問票 

 

 

 

 
評価ミッションの JCC の開催場所がダルエスからナイロビに変更されたことに関し

種々の準備事項の打ち合わせがおこなわれた。 
 
(長谷）質問票の説明と、データに関してはＫＲＡ手持ちの 近のもので代用できるこ

とを説明。 

(ハジ次長）質問票のインパクトやサステナビリティに関するデータ項目の確認。地域

別の税関収入は財務省管轄となっており、データを外部に出すにはさまざまな許可

が必要。したがってナマンガとマラバに関するデータのみ 2007 年からのもので代替

することで合意。 

 
 

 

別添５
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面談議事録(ケニア) （３） ＫＩＦＷＡ 

会議名 通関業務組合の現状と JICA プロジェクトの今後の活動に関して意見交換 

日 時 2009 年 5 月 8 日  14：00 – 16：30  

場 所 JICA プロジェクトオフィス KRA 

出席者 J Gitau Richard, Shipping, information and services Ltd 
Timothy Maina, Horizon Express Co., Ltd 
長谷 

討議事項 内  容（敬称略） 

 

 

現状 

 

 

 

 

国境手続 

 

 

 

 

 

 

問題点 1 

ボンド 

 

 

 

問題点２ 

 

 

 

 

 

輸入者教

育も重要 

 

 

 

業者数 

 

 

 

 

通関士 

登録制度

検討中 

 

 
1. 現状の問題点など 
通常の輸入手続きに関して、申告書類を提出しても支払いを済ませて、銀行からその確認
情報が入ってからでしか手続きが始まらないので手続きに時間がかかる。港湾では通常３
日、航空貨物でも同様であり、早くて丸一日、通常翌日繰越の 1.5 から 2 日かかる。 
これでも SIMBA システムが 2005 年に導入されてずいぶん改善された、それ以前は筆舌に
尽くしがたいくらい時間がかかっていたし、いつ通関が切れるかわからなかった。  
 
内陸国境税関に関しては、従来は輸出手続きに 2 日、タンザニア側で輸入手続きに 3 日か
かっていた。ナイロビの貨物はナイロビの HQ(DPC：Data Processing Center)に申告情報を
提出して必要な費用も支払ってからトラックが出発する。モンバサからのトランジットの
場合は保険(ボンド)の支払い等を済ませて、申告情報をイントラネットで送信してトラッ
クが国境に向かうので、 近は一日で輸出手続きは終了するようになった。ただしタンザ
ニア側で輸入手続きが 2 日かかるので合計 3 日かかる。 
 
問題は国境税関のオフィサーが通関後 48 時間以内に SIMBA システムに貨物の通関を終了
した旨を入力しなければならないのに、それがずいぶん遅れることが多く、そのためにボ
ンドのキャンセルが遅れ、ひいては次の貨物のためのボンド発行にさし障りとなることが
ある。国境での待ち時間は運転手の食費や宿泊費の負担も伴うので、OSBP は大変ありが
たいし重要であると認識している。 
 
現状では申告に対して税関から修正要求が出たとき、不服申し立てをしたくとも、返答に
時間がかかり、それまで貨物の引取りができいないため、港湾 ストーレージ料金がかさ
むため必要以上に負担が大きくなる。結局、異議申立ては出来ず、問題点はクリアになら
ないのが実情。 
 
２．セミナーなど人材育成に関して 
これまでに実施された「分類」、「評価」のセミナーなどは大変有益で役に立った。 
メンバー企業がもっと参加できるよう同様のものを今後も実施してほしい。 
エージェントのみならず輸入者・輸出者へのセミナーも同時に大事であろう。 
なぜなら輸入者からの貨物情報に基づいてエージェントが税関申告を代行するが、意図的
に虚偽の情報を与えてエージェントをわなにかける輸入者もいる。処罰の対象はエージェ
ントにとどまるため、輸入者は別のエージェントを選んで申告の代行をさせている。 
 
現在エージェントは小さなものも含めると 1,200 社にのぼり、通関士の資格は無いものの、
業務責任者の数は 3,000 人程度である。貨物量がまだ少ない中でこれだけのエージェント
がいると過当競争になりがちで、輸入者の無理を聞いて虚偽の申告を行なう業者も出てく
る結果となる。PCA は輸入者に対して行なうものであるから、それをしっかり実施してほ
しい。 
 
現在通関士の登録を協会(KIFWA)からの推薦をもとにＫＲＡがインタビュー審査して実施
しているが、協会からの推薦というあいまいな選別方式ではなく、システマチックなもの
としたい。そこで、6 ヶ月の講習のあと試験を実施し、合格者に税関職員がインタビュー
審査をおこない登録する、という手順で通関士制度を考えている。 
現在協会のメンバーは会社単位で年間 7,000Ｋsh の会費を払っているが、これはあくまで
も運営費をまかなうのみで、セミナーなどは参加者が自己負担する方法でないと成り立た
ない。講習会は KRA とのジョイントオペレーションにして講習室などは KRA からの施設
提供を受けて安価で実施できるよう交渉中。 
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面談議事録(ケニア) （４） ＫＲＡ 

会議名 調査内容の説明と調査票家の記入依頼 

日 時 2009 年 5 月 11 日  17：00 – 18：30  

場 所 KRA Meeting Room 

出席者 Wambui Namu、Commissioner of Customs 
A.H.Haji Deputy Commissioner、KRA 
Susan Wanjohi, Assistant Commissioner (Business Improvement) 
水井専門家、阿部、馬杉、吉田、石川、長谷 

討議事項 内  容（敬称略） 

 

 

 

 

ハード面

の配慮 

 

 

 

 

 
(阿部･馬杉）次期プロジェクトのスケジュール等を説明した後、水井専門家が MM に

関しても説明し、了解を得る。  

(ハジ次長）OSBP のインフラの側面も含めた全体を視野に入れた上で、ソフト面の改

善方向を打ち出し、ハード面の改善も担当部署に指摘するよう意識していくことを

フェーズ２の活動内容の追加項目としたい。例えばナマンガには当初、電気も電話

もなかった。またマラバのインフラは十分でなく、交通量に比してキャパを越えて

いる。DFIF や USAID はマラバへの支援を約しておきながら 8 年かかっても進展が

ない。JICA は反面、2 年間でかなりの進展があった。 

(水井専門家含むＪＩＣＡサイド）了解した。 

(ナム局長) JICA プロジェクトのワーキンググループは税関改革のための組織と整合

性のあるものにしたい。 そうすれば JICA プロジェクトで変革をおこなった成果が

組織に定着する。 

(水井専門家）当プロジェクトではコンセプトを技術移転するので、policy setting に活

用されることを目指している。 

今後のＪＣＣのスケジュールと場所など変更内容に関して事務的な打ち合わせがお

こなわれた。 
 
 

面談議事録(ケニア) （５） JICA ナイロビ 

会議名 プロジェクトフェーズ 2の説明とナマンガの支援検討 

日 時 2009 年 5 月 12 日  8：30 – 9：30  

場 所 JICA ケニア事務所 

出席者 小嶋良輔 JICA 事務所次長 

水井、阿部、馬杉、石川、長谷 

討議事項 内  容（敬称略） 

 

 

 

 

ナマンガ

の D/D 

支援 

 

 

（阿部･馬杉）次期プロジェクトの概要とスケジュール等を説明、フェーズ 2 の人員計

画等に関しても説明。 
 
ナマンガの D/D の進め方について検討。JICA ケニア事務所の契約相手は EAC ではな

く GIBB にするほうがスムーズだろう。現実的な方策として、JICA 本部が日本人短

期専門家を傭上して現地に派遣し、OSBP の考え方が受け入れられるような施設設計

を GIBB に指導し、EAC に提供することで合意。この業務は早いほうが良いが、こ

れからＴＯＲ等を作成して公示の手続きを行うと早くて９月頃の派遣となろう。時期

的な関係からフェーズ２のコンポーネントとして計上するのが適当と考えられる。 
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面談議事録(ケニア) （６） 日本大使館 

会議名 表敬とプロジェクトの説明 

日 時 2009 年 5 月 12 日  11：00 – 12：00  

場 所 在ケニア日本大使館  

出席者 岩谷滋雄 大使 
萩原正大 三等書記官 

水井、阿部、馬杉、石川、長谷 

討議事項 内  容（敬称略） 

 

 

 
 

業者の 

能力向上 

 

 

改善の方

向性 

 

 

ＯＳＢＰの

重要性 

 

 
(団長より）次期プロジェクトのスケジュール等を説明、フェーズ 2 の人員計画等に関

しても説明。 ナマンガの OSBP の D/D の件も説明 

(水井専門家)フェーズ 2 で加わる通関業者の指導は迅速通関の基礎であり、貨物内容に

関するパッキングリストなどは食い違いがないか通関業者が検査し、不十分な場合

は通関業者が作成するようにならなければ改善は進まない。このように通関業者の

能力改善が重要なテーマである。 

(水井専門家) ケニア税関には、問題のある書類は返却するなど、リーンプロセスを実

現するように業務を方向付けなければ、手続きの時間短縮は実現できない。これら

の点を本邦研修を通じて指導できて、大変効果があった。 

(岩谷大使）EAC は共通市場の構想を出しているが、タンザニアやウガンダは OSBP を

支持している。共通市場は政治家の構想であって簡単に実現はできないので OSBP
はこれからも重要であろう。プロジェクトの協力期間は長い方がよい。 

(岩谷大使）入国管理の面などもフェーズ 2 で検討してみてはどうか。シニア海外ボ

ランティアも考えられるだろう。 
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面談議事録 ウガンダ （１） ＵＲＡ 

会議名 URA meeting 

日 時 2009 年 5 月 14 日 14：00 – 16：00 & 5 月 18 日 11：00－12：30 

場 所 URA Customs office 

出席者 

（敬称略） 

Phoebe Kamya, Assistant Commissioner, Compliance & Business Analysis 

Richard Kamajugo, Assis. Commissioner, trade customs  

Enoch Walugembe, Assis. Commissioner, Enforcement 

Moses Nambale Bwire, Assis. Commissioner, Customs Audit 

ROSE Sambula Wangwe, Manager, Entebe Region 

水井（JICA 専門家） 

内田（JICA ウガンダ事務所援助協調/公共財政管理企画調査員） 

阿部(団長）、馬杉、長谷 （JICA ミッションメンバー） 

討議事項 内  容（敬称略） 

 

 

 

 

 

ＵＲＡの

支持表明 

 

 

 

 

 

 

 

 

回廊調査 

 

14 日 

JICA プロジェクトの説明、フェーズ１からフェーズ 2への移行スケジュール、専門家体

制などを説明。 M/M （Evaluation とフェーズ 2）の内容を検討。修正指摘など。Official 

Request を提出する時期に関しても 6月末までとのことで合意。 

（カミヤ）税関局長もこのプロジェクトを強く支持している。プロジェクトのこれまで

の経過も素晴らしいが、本邦研修や成果もすばらしかった。 

（カマジュゴ）他の援助機関と異なり、水井専門家は実際に現状を変革してくれたので

大変感謝している。これからも JICA のプロジェクトを軸にして URA は税関近代化プログ

ラムの推進を考えていきたい。 

(阿部団長）JICA のフェーズ 2は、後継の専門家による指導と適切なアドバイスが受けら

れるとのことから、URA とプロジェクトメンバーがよりいっそうのコミュニケーションを

とりつつ、OSBP のためのニーズ把握など支援内容についても JICA 側が柔軟に検討するこ

とを表明。 

(水井専門家)WCO による回廊効率化調査も予定されているようなので、ベースライン調査

を実施することなどを含め、URA もフェーズ 2に関して積極的に活動に参画してくれるよ

う要請。（ＵＲＡも合意。） 

JICA 調査チームは質問査票への回答を依頼し、URA は既存データを中心に早急に資料提

出を約束。 

 

 
面談議事録 ウガンダ （２） MOF-PED 

会議名 JICA プロジェクト説明 

日 時 2009 年 5 月 15 日  9：00 – 9：30  

場 所 MOF-PED(Planning and Economic Development) 

出席者 

（敬称略） 

Lawrence Kiiza, Director of Economic Affairs 

水井専門家、内田、阿部、馬杉、長谷 

討議事項 内  容（敬称略） 

 

 

 

要請書 

• JICA プロジェクトの説明と意見交換、フェーズ１からフェーズ 2への移行スケジュー

ルなどを説明。 

• ナイロビに本案件の長期専門家が 4名も配置されるということだが、URA にもぜひ長

期専門家 1名を配置してほしい。 
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• Letter of Request（要請書）を遅くとも 6月末までに提出するよう要請。了解を得る。 

  
面談議事録 ウガンダ （３） ＵＦＦＡ 

会議名 UFFA の活動 

日 時 2009 年 5 月 15 日  10：30 – 12：00  

場 所 UFFA (Uganda Freight Forwarders Association) 

出席者 

（敬称略） 

Merian Sebunya Kyomugisha, General Sercretary 

Jennifer K Mwijukye, Managing Director ほか３名 

水井専門家、内田、阿部、馬杉、長谷 

討議事項 内  容（敬称略） 

 

 

ＵＦＦＡ

陳謝 

 

トレーニ

ング計画 

 

 

 

 

UFFA の Merian Sebunya と Jennifer K Mwijukye から以下の内容の説明があった。 

JICA が先日実施したセミナーのオープニングに UFFA の会長が出席しなかったこと、十分

に組織内で情報・意思の伝達がなされなかったことに関する釈明と陳謝。（会長はインド

で手術、療養中の由。） 

USAID の資金援助の下（2006-07 年）、国際通関業者協会（FIATA）傘下の東アフリカ通関

業者協会（FEAFFA）が研修カリキュラムデザイン、教材提供、指導者研修において支援。

現在は、URA の支援も受けつつ、このカリキュラムを独自に実施している。しかし、研修

量が不足していることから、JICA においては、これらと整合化させた形で支援してもら

えるとありがたい。 

UFFA の立場は政府と民間の間に立ち、通関業者自身の規律を高め、プロフェッショナル

としての立場を確立することにより、自立した組織となることを目指している。  

 
面談議事録 ウガンダ （４） ＵＣＩＦＡ 

会議名 UCIFA（通関業者協会 Uganda Clearing and Forwarding Agencies Association) 

日 時 2009 年 5 月 15 日  12：30 –  13：00 

場 所 UCIFA 事務局 MTC ナカワセンター 

出席者 

（敬称略） 

Omar Kassin, Chairman 

Jaffer Farjalah, Director  

Lino Criel Icila, Managing Director 

水井専門家、阿部、馬杉、内田、長谷 

討議事項 内  容（敬称略） 

 

 

 

 

活動目的 

 

活動内容 

 

 

ＥＮ活用 

 

 

 

JICA ミッションが後継プロジェクトの内容を説明後、UCIFA のオマール氏から協会の活

動内容や課題について下記のような点に関して説明があった。 

• UCIFA は協会として会員企業のコンプライアンスを高めるべく、職業倫理の規律確立

を目指している。 

• URA と目的を共有するために、毎週土曜日に税関ミーティングを持ち、また毎週金曜

日には URA と勉強会を実施している。（UFFA にも声を掛けているが、参加はない由） 

• 通関手続きが明確に文書化されていれば、コンプライアンスを高めることができる。

Explanatory note を精読し、協会としていつでも会員が利用できるように管理して活

用している。 
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財務面 • 会員からの会費は限られているので、協会として何ができるかトレーニングの方法を

検討する必要がある。 

 

 
世銀 
会議名 世銀のウガンダ OSBP 支援状況 

日 時 2009 年 5 月 15 日  14：00 –  15：00  

場 所 世銀ウガンダ事務所内 

出席者 

（敬称略） 

Mr. Labite Victorio Ocaya, Highway Engineer 

水井専門家、内田、阿部、馬杉、長谷 

討議事項 内  容（敬称略） 

 

 

 

 

世銀の関与 

 

 

 

 

 

今後の予

定 

 

 

 

 

 

マラバの

橋梁計画 

 

 

 

 

ヴィクトリア

湖の鉄道

貨車専用

フェリー 

 

JICA ミッションが当プロジェクトの内容を説明後、世銀の OSBP 支援の現状をハイウェイ

エンジニアのオチャヤ氏から聞き取りした。 

 

• 世銀は 2006 年、東アフリカ貿易運輸促進プロジェクト（EATTFP）支援を開始したが、

OSBP 支援は本プロジェクトのコンポーネントの一つである。ウガンダにおいては、14

百万ドルの借款を用意している。内訳は、マラバ、ブシア（ケニヤ国境）、カトゥナ（ル

ワンダ国境）、ムトゥクラ（タンザニア国境）の OSBP インフラ向けに 9百万ドル、鉄

道関連インフラ（マラバ国境、ポートベル(カンパラ港)とジンジャ港）向けに 5百万

ドル。 

• マラバ、ブシア、カトゥナ、ムトゥクラの OSBP インフラの建設計画に関しては、2009

年 8 月から 2010 年 3 月くらいまで約 8ヶ月かけて詳細設計を行い、その後、建設業者

の選定のための調達手続きに約 3ヶ月間かける予定。そして、2010 年 7 月頃から起工

し、12ヶ月間の工期をもって、2011 年 6月頃に完成する見込み。ただし、予算が少な

いため、世銀の支援でどこまで建設できるか（ヤード建設だけになるのか、税関窓口

の建物も施設できるのか等）は2010年3月の詳細設計の結果を待たなければいけない。 

• ケニヤ国境に横たわるマラバ橋の新設に関して、当初、世銀が OSBP インフラ支援の一

環として橋梁も支援する予定であったが、ECケニヤ事務所が関心を示し、かつ、世銀

の予算も限られていたことから、結局、EC ケニヤ事務所が橋梁支援の部分を担当する

ことになった。そのため、橋梁の位置について、OSBP インフラの詳細設計が始まる 2009

年 8 月までに EC ケニヤ事務所とすり合わせをする必要がある。現在、関係者の間では、

既存の古い橋を歩行者用、新しい橋をトラック用に使い分ける案が出ている。 

• 中央回廊（ダルエスサラーム－カンパラ間）開発に関して、ムワンザ港（タンザニア）

とポートベル（カンパラ港）を結ぶ鉄道貨車専用フェリーの不足が課題となっている。

ウガンダはかつて 3隻所有していたが、2004 年に 1隻が沈没し、他 2隻が故障中であ

る。世銀はこの 2隻の修理をコミットしているが、調達手続きに時間がかかっている

ことから、ウガンダ政府がうち 1隻の修理を自分でやると申し出ている。しかし、中

央回廊をオペレーション化するためには、もう 1隻新船を購入して 3隻体制にする必

要があり、最近、ウガンダ政府が DFID に新船購入の支援を要請したという噂を聞いた。 

• 2009 年 8月までに詳細設計のコンサルタントを傭上のうえ、OSBP インフラの詳細設計

を開始するが、その際には JICA 税関専門家よりオペレーションの効率向上の観点から

設計に対していろいろと助言してもらいたい。 

 
面談議事録 ウガンダ （５） ＤＦＩＤ 

会議名 DFID の「近代化計画」支援とウガンダの援助協調 

日 時 2009 年 5 月 15 日  15：30 –  17：00  
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場 所 テレビ会議（DFID ロンドン-JICA ウガンダ事務所内） 

出席者 

（敬称略） 

Rob Rudy, DFID Pro-poor Growth Advisor 

水井専門家、内田、阿部、馬杉、長谷 

討議事項 内  容（敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

DFID 活動 

 

 

DFID の見

方 

 

 

JICA ミッションが税関能力向上プロジェクトの内容と今後の予定を説明後、DFID、オラ

ンダ、デンマーク、ベルギーがコモンバスケット基金支援する「URA 近代化計画 2006/07

年-2010/11 年」の進捗に関する説明があった。この近代化計画は、関税や国内税を含め

た包括的な税制改革計画であり、総予算は約 24.7 百万ドルであり、うち、関税コンポー

ネントは 3.8 百万ドル。 

• カジナ URA 長官によれば、URA 税関分野では近代化計画のほかに、多くのドナーがパ

ラレルな（平行的な）様々な活動やイベントを展開しているため、URA 関税局の対ド

ナー取引費用が非常に高くついていると指摘。そのため、ドナーはコモンバスケット

基金支援に移行してもらいたいし、最低でも個別プロジェクトは近代化計画に整合化

してもらいたいと発言していたと紹介。 

• 関税コンポーネントに関して、コモンバスケット基金支援ドナーは、１）関税手続き

の根本的革新（リエンジニアリング）、２）同システムの実施、３）可動性コミュニケ

ーションの開発と報告能力の向上の 3つの分野を支援している。進捗状況の詳細は把

握していないので、URA 近代化計画局に問い合わせてもらいたい。 

• 今年 3月にナイロビで開催された「東アフリカ回廊貿易円滑化会合」に DFID や JICA

関係者が参加し、北部回廊整備や貿易促進に関する多くの議題が議論された。ウガン

ダでは全地球測位システム（GPS）による貨物追跡調査や、地域では北部回廊整備の総

合調査の実施が予定されている。今後は、DFID と JICA は相互に情報共有を図り協力

していくことが望ましい。 

•  (本調査団来訪前の 5月 12 日、JICA ウガンダ事務所の内田企画調査員がマゴーラ URA

近代化計画副局長と会合を持った際の情報として、現在の近代化計画全体の進捗状況

は約 64%。コモンバスケット支援がカバーする関税分野については、1)関税手続きの

根本的革新は完了、２）同システムの実施は今年 7月から実施予定、３）可動性コミ

ュニケーションの開発と報告能力の向上は実施中とのこと。) 

 
面談議事録 ウガンダ （６） マラバ国境税関 

会議名 マラバ国境税関視察 

日 時 2009 年 5 月 16 日  9：30 –  11：00  

場 所 マラバ国境税関(ウガンダ側) 

出席者 

（敬称略） 

Manager of Malaba Border service 

James Patrick Abodi（Manager of Eastern Region、URA ） 

水井専門家、石川（JICA ケニヤ事務所企画調査員）、阿部、馬杉、長谷 

討議事項 内  容（敬称略） 

 

マラバ交

通量 

 

 

 

通関申請

書類数 

 

 

• 通過交通量は一日あたりケニア側からウガンダへ 500～600 台、ウガンダからケニア側

へ 100～200 台、うち 1/3 は中古車（ピックアップトラックやバンなど）、のこりのほ

とんどがドライカーゴトラック。(約 80％ 一日平均 300 台）液体は 20％程度。(石油

関連の液体貨物はほとんどがブシア経由) 

• 通関申請書類数は一日平均 600件近くあり、うち 40％はカンパラへ保税輸送する。 残

り 60％がマラバにて手続きをおこなう件数で、貨物検査をおこなうレッドレーンは
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職員数 

 

ＯＳＢＰ 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＣＤ 

 

 

検査施設 

 

 

 

橋梁 

９％、書類検査のイエローレーンは 12％、グリーンレーンは 39％となっている。 

• 職員数は全体で 49人で 24 時間勤務体制をとっている。夜間にも貨物検査を行なう。

そのほか警備のスタッフがおり、エンフォースメントオフィスはブギリにある。 

• OSBP に向けた業務改善を進行中で、鉄道貨物に関しては 100％ワンストップで実施さ

れている。トラック貨物に関してはまだ途上。 インターフェースシステムの RADDEX

がウガンダ側の ASYCUDA とケニア側の SIMBA の情報交換を可能にするべく進められて

おり、6月に移植が完了する予定。RADDEX= Revenue Authority Digital Data Exchange 

手続きなど両国共同はまだ実現しておらず、ウガンダの税関施設は新設されているも

のの、各施設は国別でいずれも小さく、ゲートでの申告書類の受け取りなどはヤシの

木の下で処理をしている状態。 

• ケニアからの貨物のうち 60％はマラバで関税支払いなどの通関処理をおこなう。支払

いは引き落としなどにより迅速に処理される。 残りはカンパラにある Nakawa のコン

テナデポへ保税のまま輸送され、そこで通関手続きがおこなわれる。 

• 貨物検査のための施設は奥行きが浅く、40 フィートコンテナの貨物は一部しか出せな

い。現状の施設はウガンダに属しているのでウガンダ税関のオフィスが隣接している。

ただし共同検査を実施しているのでケニア税関の小屋も近くにある。 

• マラバには川がケニアとウガンダを隔てているが、橋が一本あるのみ。鉄道はマラバ

で機関車を交換する（ウガンダ国内の橋梁で弱いものがあり、ケニアから使っている

機関車では重量オーバーとなるため）。ケニアからは一日 3便 40両編成、ウガンダか

らケニアへは一日 2便。 

 
面談議事録 ウガンダ （７） ブシア国境税関 

会議名 ブシア国境税関視察 

日 時 2009 年 5 月 16 日  11：30 - 13：00  

場 所 ブシア国境税関(ウガンダ側) 

出席者 

（敬称略） 

Manager of Busia Border service 

James Patrick Abodi（Manager of Eastern Region） 

水井専門家、石川、阿部、馬杉、長谷 

討議事項 内  容（敬称略） 

 

ブシア貨

物量 

 

 

 

職員数 

 

 

施設状況 

 

 

 

 

密輸状況 

 

 

• 通過車両：一日 100 台、うち 60 台は石油などの液体貨物、20 台はコンテナ、残り 20

台は雑貨などのドライ貨物。石油関連の液体貨物が多いのはケニア側のパイプライン

がキスムまできており、そこから近いため。エルドラットからマラバまではかなり距

離があるので、石油はこちらの国境を通る。貨物はトランジットより輸入が多い。 

• 職員数は全体で 34人。記録も貨物検査もすべてマニュアル作業なので人手が必要。こ

の地域は情報インフラが弱く、ASYCUDA から変換された RADDEX の情報を十分活用でき

る状態にない。また通関業者のシステムと税関システムが接続していない。 

• 車載型 X線検査機械（中国製）を導入するために駐車場の路面をインターブロッキン

グで改良中。駐車場の広さは 100ｍ四方程度。 

• CFS は工事中、世銀のプロジェクトなどは入っていない模様で、書類検査を簡単な屋

根のある屋外で行なっている状態。自己資金で施設の改善を余儀なくされている。駐

車場なども雨の後でぬかるんでおり、貨物検査ができない。舗装だけでも早急に必要。 

• ブシアは陸上国境のため、密輸が絶えない。100m ほど南には車が通行できるほどの別
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の道がありさらに 100m 南にも細い通路が両国をつないでいる。コンテナを開けて中の

貨物を人が運ぶのは日常茶飯事となっており、国境監視の機械が揃い次第、監視を強

化する予定。密輸者は捕まっても罰則が軽いため繰り返し行なう者が後を絶たない。 

 

 
面談議事録 ウガンダ （８） ナカワＩＣＤ 

会議名 NakawaICD 視察 

日 時 2009 年 5 月 18 日  9：00 - 10：30  

場 所 NakawaICD (カンパラ市内) 

出席者 

（敬称略） 

Rose   Manager International 

Brenda Supervisor ICD Warehousing 

Nice   Supervisor Customs Business Center 

Joy Biraaro Supervisor, Field Services 

水井専門家、阿部、馬杉、長谷 

討議事項 内  容（敬称略） 

 

 

ＩＣＤ業務

概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請書類

量 

 

 

 

 

 

 

 

 

疑義手続 

 

 

• 通関手続きは国境で済ますのが基本であるが、需要者が多いため ICD (Inland 

Container Depot)での通関手続きを実施しているが、長期的には縮小の方向にもって

行きたいと考えているが、当面はここでの手続きを効率化することが目標である。 

• ここでの通関手続きは、ドライバーはエージェントに書類を渡し CBC（Customs 

Business Center）にて通関手続きをおこなう。許可が下りた段階で即関税を全額支払

って内貨にする場合と、倉庫に入れて必要量だけ順次関税支払いとともに内貨にする

場合がある。倉庫での保管期間は 3ヶ月であるが 1回だけさらに 3ヶ月の延長が可能

である。ICD 通関のための国内輸送に関するボンドの費用は前年の実績をもとに銀行

が査定して年間契約にて決定する。貨物価格の約 1％が基本。 

• 毎月平均 6700 件の通関書類を処理している。(2009 年 1月から 4月までの平均) こ

こでの貨物検査の比率は、レッド 20～30％、イエロー40％、グリーン 25～30％、ブル

ー約 5％(事後検査)である。 

• 税関申告書の検査は 10人の職員がコンピュータによりチェックを実施しており、検査

の結果 DPN(Demand Payment Notice で追加の徴収をおこなうほかは電子掲示板にて通

関許可を出している。 

• 通関申告書に対する疑義は、おもに HSコード分類に関するものとランダム抽出によ

る。価格評価に関しては本部がデータを持っているので、そちらに紹介することがあ

る。 

• 書類に関する疑義に関して、申告書類を税関は保持したままエージェントに問い合わ

せをおこなっている。これは輸入者がエージェントに虚偽の貨物内容情報を出すこと

があり、エージェントが虚偽申告をおこなったのか、エージェント自身がだまされて

いるのか判別がつかないことによる。 この点の事情は申告書類全部を返還して疑義

の指摘する日本の方式とは異なる。 なお事後調査のための書類の保管期間は 5年と

なっている。  
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面談議事録 ウガンダ （９） 大使館表敬 

会議名 ウガンダ大使館 加藤大使表敬  

日 時 2009 年 5 月 18 日  11：00 –  12：30  

場 所 在ウガンダ日本大使館 

出席者 

（敬称略） 

加藤大使、滋賀正樹参事官、板倉言葉経済協力班長、日野愛子経済協力調整員 

水井専門家、内田、阿部、馬杉、長谷 

討議事項 内  容（敬称略） 

 

 

 

ウガンダの

ＥＡＣ取組

み概要 

 

 

 

 

共同市場

の手続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課税とル

ート 

 

 

 

ウガンダの

コントラクタ

ー 

JICA プロジェクトの概要説明と今後のフェーズ２に関する説明の後、大使から最近の事

情の説明があった。 

（大使）ナイロビに専門家を 4名配置するということだが、どうして 1名をカンパラに

配置できないのか。 

(水井専門家)ナイロビまでは人が来てくれるが、それ以外の場所はなかなか難しい。 

（大使）カンパラはナイロビよりも気候もいいし、専門家待遇条件も有利であることか

ら、ぜひ専門家を 1名配置してほしい。 

（大使）東アフリカ共同体の関税同盟は 2007 年に発足したもののタンザニアは個別案件

で反対している。アルーシャでの会議でもタンザニアは土地問題関連で国内法の整

備が必要とのことから反対している。 

（水井専門家）ＥＡＣ共同市場の問題点の説明。内陸国へのトランジット貨物の関税は

モンバサとダルエスにて徴収し、プールドファンドにて後で分配することになるが、

管理能力に問題があるため十分納得のいく配分とはならない懸念がある。また、VAT

が国により異なり、ケニアは 16％、ウガンダは 18％のため国境でのリファンドが必

要となるが、書類の処理と還付手続きなど行政能力に限界がある。アフリカの国で

このような処理をおこなっているのは南アフリカのみであり、ダーバン港からスワ

ジランド、ボツワナやレソトに向かう貨物に対しておこなっている。東アフリカ諸

国がこれらの手続きを実施するには時期尚早。 

（大使）中古車などはモンバサから入れると関税が高いのでコンゴ民から入れてウガン

ダに持ってくるルートなどもある。 

（水井）Compound Duty にして、安価な貨物は従量税、高価な貨物は従価税とするなど

工夫が必要。 

（大使）ウガンダは援助協調が最も進んでいる国のひとつ。他方、当国における日本 ODA

のプレゼンスは隣国のタンザニアやケニヤと違い非常に低いことから、ここでのア

プローチは援助協調の枠組に整合化させるプロセスが求められる。 

(大使)当国においては、援助支援国よりも仕事を請け負う企業名がメディアに大きく取

り上げられることから人々の認知を得ている。道路や発電所の建設ではイタリア企

業の「サリニ」が強力で、「キングオブインフラ」と言われている。その他ナイジェ

リア、イスラエル、インドのタタ、中国、韓国などの請負業者が活動している。 
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面談議事録 タンザニア （1） TRA 
会議名 今後のプロジェクト打ち合わせフェーズ 2 

日 時 2009 年 5 月 19 日  12：00 - 13：30  

場 所 TRA(タンザニア歳入庁) Mapato House 

出席者 

（敬称略） 

Waljd Juma, Commissioner 

Patrik Isaka, Trade Facilitation 

Talen Enforcement 

Funda, Modernization and Quality Assurance 

水井専門家、阿部、馬杉、長谷、山本（JICA タンザニア事務所所員） 

 内  容（敬称略） 

 

 
JICA から今後のプロジェクトのフェーズ 2への移行等の説明の後、M/M 内容の検討 

• 通関士の資格に関しては通関申告書類を正しく作成できるように、民間の人材の品質

を高めることが必要であり、試験を実施している。２５％の合格率である。 

 
面談議事録 タンザニア （2） 大使館 

会議名 日本大使館表敬とプロジェクトの説明 

日 時 2009 年 5 月 19 日  14：00 –15：00  

場 所 タンザニア日本大使館 ダルエスサラム 

出席者 

（敬称略） 

中川大使、大山書記官 

水井専門家、阿部、馬杉、長谷、山本所員 

討議事項 内  容（敬称略） 

 

 

 

 

 

 

通関業者

の能力向

上 

 

 

共同市場

幻想 

 

 

 

 

 

 

通関手続

き現状 

 

業界団体

の育成 

JICA プロジェクトの概要説明と今後のフェーズ２に関する説明の後、ナマンガの OSBP
の D/D の件も説明。 

大使から最近の事情の説明があった。 

（水井専門家）プロジェクトの活動説明 

• フェーズ 2 で加える通関業者への能力強化支援は迅速通関の基礎であり、貨物の

内容に関するパッキングリストなどは食い違いがないか通関業者が検査し、不十

分な場合は通関業者が作成するようにならなければ改善は進まない。このように

通関業者の能力向上が重要なテーマであることを説明。 

• EAC は共通市場の構想を出しているが、共通市場は政治家主導で非現実的なス

ケジュールが組まれているが、これは簡単には実現はできないので OSBP はこれ

からも重要。（水井専門家からの援助内容の説明）港湾で徴収した関税のプールドフ

ァンドと VAT 還付の問題点などの指摘。 タンザニア歳入庁のキティリヤ長官は「カ

イゼン」を実施したいという意向がある。上司の役目は現場の意見を無視して独断

で物事を決定することと誤解したトップ・ダウンが蔓延り、部下は言われたことの

みを行えばよいと言ういわゆる権威主義的経営が横行している。これを参加型経営

に変えることが必要との認識を伝えた。 

（大使）ダルエスサラムの港では大統領府が発注した車両 7台でさえ、港の通関のため

に 2ヶ月も足止めとなっていることなど、貿易手続きの非効率を指摘する報道が増

えている。税関と関連省庁の能力強化は緊急の課題であると認識している。 

（水井）民間が政府に文句を言うと仕返しを恐れて言わない風潮があるが、業界団体と

して問題点を指摘して、手続きなどの改善を申入れする風土を作ることが重要。 
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面談議事録 タンザニア （3）  ＪＩＣＡ 

会議名 JICA タンザニア事務所での情報交換 

日 時 2009 年 5 月 19 日 16：00 –17：00  

場 所 JICA タンザニア事務所  

出席者 JICA タンザニア事務所 牧野次長、長谷川次長、山本所員 
阿部、馬杉、水井、長谷 

討議事項 内  容（敬称略） 

 

 

 

 

 

 

地域連携 

 

 

 

通関業者

の能力改

善 

団長からプロジェクトへの移行スケジュールなどの概要を説明。  
現在遅延している機材調達の手続きについて、最近の状況を確認。 
フェーズ 2 の正式要請書取り付け促進を依頼。 
 
（水井専門家） 

• 7 月に着任予定の「地域協力強化」の専門家は、今後取り組む課題が多く重要と

なってきている。たとえば共通関税率表や共通関税法の統一的解釈、適用を実現

するためには執行面で調整する必要があり、EAC の枠で分類・評価や原産地のデ

ータベースを作り、運用を調和させることが必要となっている。 

• 通関業者のパフォーマンスを高めることが重要で、TISCAN（PSI の形を変えたも

の）からの卒業を目指しているタンザニアはケニアより民間の能力向上が喫緊の

課題となっている。 そのためには、１）内部監査を強化するよう指導し、２）

通関申告のエラー統計を税関が取って企業の問題として税関が改善を求める際の

材料にできるようにすることが重要。税関の職務においてはカイゼンを実施する

ことも TRA が計画している。 

（牧野）カイゼンは効果が大きく、タンザニアの病院などでも実施が始まって、協力

隊などが入って指導している。またダルエス港改善のための fact finding 調査を

近々実施予定（円借款を検討中）。本プロジェクトフェーズ 2 とも関わりが出てく

るだろう。 

（水井）その際は当初より TRA を協議に参加させることが重要。 

 
面談議事録 タンザニア （4）  ＩＯＭ 

会議名 IOM(International Organization for Migration) 入国管理局の税関との連携に関して 

日 時 2009 年 5 月 20 日  9.00 - 10.30 

場 所  IOM 事務所 

出席者  Par Liljert、阿部、馬杉、水井、長谷、山本所員 

討議事項 内  容（敬称略） 

 

 

 

 

入国管理

の課題 
 
 
 
 
 
ＩＯＭの

活動内容 
 

団長および水井専門家から JICA プロジェクトの概要説明の後、Liljert 氏からの IOM の

活動に関する説明があった。  

（Mr.Liljert） 

• 入国管理は内務省(Ministry of Home Affairs)であり、税関や警察と協力してボーダー

マネジメント業務に当たることが重要であると認識している。税関とのデータの連

携があれば、その分析により、不合理を発見し、リスクマネジメントに活用するこ

とができるようになる。出入国者のデータは本部でも把握できておらず、EAC 諸国

の人の動きに関する統計データもない。国境が十分管理されていない部分も多く実

態把握は困難。 

• ボーダーマネジメントシステムのプログラムを実施しており、全体で 48 箇所ある入

国管理事務所のうち 7 箇所でシステムの導入をおこない、データをダルエスサラム

に集約する。電力はソーラーパネルから得るためにこれらを設置中。また、個人認
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トレーニ

ングセン

ター 

識登録システム PIRS(Personal Identification and Registration System)を 3 箇所（ナマン

ガ、ダルエス国際空港、キリマンジャロ国際空港）で導入しこれがフェーズ１であ

り、2009 年 9 月に終了する。世銀、アフ開銀、DFID、EAC などと連携してプロジ

ェクトを実施している。 

• EAC の加盟国における業務協力や調整が欠如しているとの認識から、入国管理のト

レーニングセンターをタンザニアのモシに建設し、2 名の教官がヨーロッパから赴

任している。JICA が協力してくれる場合には歓迎する。 

• 国境のナマンガとトゥンドゥマは施設が整っているが、ルスモは電気もなければ電

話もない状況。職員の宿舎も課題である。ルワンダは進んでいるが、ブルンジはま

だかなり遅れたままの状態。 

• JICA が実施を検討しているナマンガの D/D については、入管も施設に入るため、意

見交換・情報を共有しておく必要がある。 

 
 

面談議事録 タンザニア （5）  ＴＡＦＦＡ 
会議名 TAFFA の活動 

日 時 2009 年 5月 20 日  11:00 - 13:00 

場 所 TAFFA  

出席者  Mr.Igogo. David Swilla, Ajiz Senkoro, 阿部、馬杉、水井、長谷、山本所員 

討議事項 内  容（敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

広報活動 

 

 

 

 

訓練プロ

グラムと 

資格試験

等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外国との

交流 

 
質問票への記入を依頼したところ、ＴＡＦＦＡメンバーからは通関時間に関して

Tunduma, Namanga, Rusmo, Sirari の順に貨物量が多いのでこれらのボーダーでの処理

時間を記述したいとの発言がありＪＩＣＡ調査団はこれを了承した。 

会長のイゴゴ氏から協会の主な活動テーマを次の 3 点に要約してうかがった。 

• Advocacy 

タンザニアでは国境にオフィスを構えるとライセンス料として 400USD 税関に支払わ

なければならない。10 箇所のボーダーポストを運営しようとすれば毎年 4,000 ドル必

要となる。協会が税関に対し対等の立場で建設的な意見を言えるようにしたい。 

• Capacity Building of Association 

トレーニングセンターがありＤＴＩセンター（Data Transmission Input Center）は協会が

運営している通関手続き情報入力センターである。現在約 650 社の会員と約 4,000 人の

通関手続きにかかわるスタッフを抱えている。ＵＳＡＩＤが訓練プログラムを作成し

たが内容はまだ何もない。国際フォワダーズ協会（ＦＩＡＴＡ）では通関業者にライ

センスを発行するにあたり試験を実施しているが、ＴＲＡだけで試験が執り行われる

とすれば透明性の観点から問題がある。ＴＲＡとＴＡＦＦＡが共同で訓練カリキュラ

ムを作成し、その訓練を経た者の受験資格は協会が認定し、試験の後、ライセンスは

ＴＲＡが発行するような仕組みが望ましいと考えている。(参考例：ウガンダ財務省の

関連資格の会計士に関しては National Board of Accountants and Auditors が試験を実施し

ている。) （これに対し、当方より、「民間団体自体が政府の役割の一部を引き受ける

と、その独立性、不偏性が失われる恐れがある。試験制度は特に透明性、独立性の確

保が重要であり、純粋な民間団体が担える役割ではない。あくまで独立の第 3 者を政

府とともに組織し、そこで行わせる必要がある。」と応答。） 

 

• Exposure is the best way of learning 

日本の通関事業者との交流にも興味がある。政府と通関業者の関係はエンジンとタイ
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ヤのようなもので、エンジンだけ強くなってもタイヤが対応しなければうまく走らな

い。その意味でＪＩＣＡプロジェクトには大変興味があるし、積極的に参加したいと

考えている。 
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